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ご入園、ご進級、おめでとう
ございます。４月２日に新しい
お友達を迎え、対面式を行いま
した。

にちなん十色は６名の新入園
児を迎え５３名､山の上分園は1
名の新入園児を迎え８名、石見
分園は５名、町内全園児６６名
でスタートします。

今年度も、「見守る保育」に
取り組むことで「非認知能力」
の育成に力を入れていきます。

また、交流保育（４.５歳児)
も年間計画で実施し、３園で多
様な体験ができるように計画し
ていきます。

保育の取り組みを、保護者の
皆様に、わかりやすく伝えられ
るように心掛けていきたいと思
います。

1年間、よろしくお願いいた
します。

先日の日本海新聞に、3回シリーズで『学びの未来～鳥取の新たな教育～」が掲載されていまし
た。第二回目は、複数教員で児童見守る 細やか指導、双方に効果というタイトルでした。
学級担任を一人に固定せず、複数の教員で複数のクラスを担当する「チーム担任制」。児童一

人の長所や課題を複数の目で把握することで、個々に合わせた細やかな指導・支援ができる。教
員側も業務の分担や、それぞれの長所を生かした指導力の向上、指導技術の継承ができるなど、
教える側、教わる側の双方にとって良い効果が期待される…と書いてありました。
こども園に移行して3年目のにちなん十色。「チーム保育」も特徴の一つとして、子どもの主体

性を育む保育に取り組んでいます。複数人で子どもを見守る体制づくりは、大人同士の子ども理
解に繋がり、確実に個々の成長発達の促進に繋がっていると感じています。多くの人に見守られ
ている環境は、子どもたちにとって安心感の土台となり、自分から“やってみたい”といった自発
的な姿に結びついているようです。相乗効果として感じていることは、大人も子どもも、学びへ
の意欲が積極的な言動に見られていることです。
「チーム保育からチームにちなん十色」へ。これから一年間保護者の皆さんと一緒に繋がり

あって、育ちあって、学びの未来を創造できる良きチームとなっていけますよう、ご理解とご協
力をどうぞよろしくお願い致します。

「見守る保育」の取り組みを１０の目
標にしました。①の土台から⑩に向け
て充実させていきたいと思います。


